
【取組内容①】 自律的な学びに向けた情報活用能力の育成

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-1

【概要】仙台市が示す学習目標リストを基に自校版の「情報活用能力 学習目標リスト」作成し、系統的に情報活用能力を育
成している。また、全学年共通の探究カード（課題設定・学習計画・情報の収集・整理・分析・まとめ表現・振り返り）を黒
板等に掲示し、児童自身が探究的な学びのサイクルを意識しながら学び進めることができるようにした。

実践①「情報活用能力 学習目標リ
スト」と「探究カード」の活用

「情報活用能力 学習目標リスト」

探究カード

実践②「情報活用能力 学習目標リスト」を基にした実践の具体
―探究スキル「読み取り」の項目における実践―

■小学校下学年の目標
「一つの資料から視点を持って情報
を読み取る」

■小学校上学年の目標
「複数情報から共通・相違点を見付ける」

５年社会科「わたしたちの生活と食料生産」
日本の農業と水産業について分かったこと

をベン図上で比較しながら、日本の農産業の
特色や課題を見いだす。

２年国語「文しょうのちがいをかん
がえよう」
教材文の文章を与えられた視点で

読み比べ、表に整理しながら、表現
方法の違いを読み取る。



【取組内容②】課題設定場面と個別視聴を通した課題解決場面におけるNHKforShcoolの活用

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-2

【概要】NHK for Schoolの番組を導入場面で視聴し、番組で得られた情報を根拠に予想を立てたり、課題解
決に必要な情報を得るために、個別に動画クリップ等を選択して視聴し、自分の考えを整理したりすること
を通して、多様な情報を活用して課題解決する方法について学ぶ。

実践例①「課題設定の共通体験として番組を視聴」

単元導入時、課題をつか
ませるために番組を一斉視
聴させた。
その後、番組の情報を根

拠に個人で予想を立て、全
員の予想を共有しながらグ
ループで話し合った。
番組の内容を共通の情報

源として交流することで予
想の妥当性を議論すること
ができた。

実践例②「【確かめる】【広げる】個別視聴」

授業で視聴した動画は
classroom等でURLを共有し、
児童自身が自由に見ること
ができるようにしている。
休み時間や家庭学習の際

に視聴する児童もおり、児
童自身で学びを確かめたり
深めたりすることにつなが
っている。

４年理科で作成した予想カード
番組を視聴して考えをまとめた児童の
家庭学習ノート

予想カードを共有し、共通点や
相違点に目を向けさせる。

視聴する番組や動画クリ
ップに制限を持たせず、児
童それぞれが興味関心等に
応じて視聴できるようにし
ている。



【取組内容②】 オンラインを活用した外部講師等の授業

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-3

【概要】人数や回数等の制限で、直接施設見学ができない時に、オンラインによる工場見学を実施した。３
年社会科「工場の仕事」の単元の中で、工場の仕組みや働く人の工夫について調べる際に、全クラスをウェ
ブ会議システムを使って工場とつなぎ、工場で働く人の工夫や努力について直接交流をしながら学ぶことが
できた。

実践例①「オンライン工場見学で働く人とつながる」 実践例②「バーチャル工場見学で、工場の仕組みや工夫を知る」

各クラスとヤクルト岩手工場をウェブ会議ソフト
で結び、オンライン上で製造ラインの様子を映像
から工場の仕組みを知ったり、講師からの講話や
質疑応答のやり取りを通して、働く人の工夫や努
力について考えたりすることができた。

様々なバーチャル工場見学のサイトを閲覧し、工場
で働く人の工夫や努力、工場の仕組みについて、
共通することを探すことを通して、生産の仕事は、
人々の生活と関わりを持って行われていることを理
解することができた。



【取組内容③】端末の持ち帰りによる授業と家庭学習の連動

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-4

【概要】主に５・６年生の社会科や総合的な学習の時間において、情報収集の時間を家庭学習として取り入
れることで、授業中の議論に時間をかけることができるようになった。家庭学習を踏まえた授業デザインを
通して、個別最適な学びと協働的な学びの充実を目指す。

実践例①「家庭学習を取り入れた授業デザインの工夫」

授業デザインの際、
情報収集を家庭で行
うことを取り入れえ
ることで、授業を整
理・分析・表現等の
協働的な学びの時間
の充実を図ることが
できた。

実践例②「協働的な学びの時間の充実」

家庭学習で収集した情報を
グループ内で共有し、共同編
集しながら情報を整理・分析
している。
十分な時間が確保されてい

るため、議論を通して、不足
した情報や、真偽の分からな
い情報について調べ直しをし
ながら、課題解決に向かうこ
とができた。

個人でまとめた情報収集ノート

整理・分析したことを、グ
ループごとにスライドにまと
め発表。各グループのプレゼ
ンに対して、GoolgleChatを
活用し、意見交流やアドバイ
ス等即時共有し、子供たち同
士で学びが深まる学習環境を
設定するようにしている。

GoogleClassroomに学習方法の指

示を掲載



【取組内容④】 校内研修や校内研究におけるクラウドの活用

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-5

【概要】日常的な端末活用が進むよう、意図的に活用の場を設定。人事異動による校内体制の変化への対応
や職員間の情報共有も踏まえ、新年度の着任者を中心とした校内研修の実施。校内研究における授業検討や
研修履歴の蓄積にクラウドを活用した。

実践例①「児童目線の体験型操作研修」

教師側の画面や操作方法だけではなく、児童側の画面の見え
方や操作についても操作しながら理解を深め、授業での活用イ
メージを持つ。

実践例②「授業検討の履歴を共有」

GoogleClassroomやスプレッドシートを使用し、学習指導案
や校内研修における資料などを共有・蓄積。

校内研究の際も、授
業検討や事後検討でク
ラウドを活用。全職員
の意見が集約しやすく、
協働編集しながら、議
論を深めることができ
た。
また、蓄積した記録

を基に、授業改善の視
点の明確化や、授業改
善の変容の見取りに役
立っている。

研究部の教員が講師
となり、基本操作を実
際に端末を操作しなが
ら伝達したり、授業で
活用したアプリケーシ
ョンを児童になったつ
もりで体験したりする
ハンズオン校内研修を
行った。



【取組内容④】 「働き方改革に寄与するクラウド活用」チャットを活用した職員室と教室の連絡

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-6

【概要】大規模校における教職員間の確実な連絡体制を確保するため、GoolgeChatを連絡掲示板として活用。
朝の出欠連絡確認業務においては、教室と職員室の行き来を減らすことにつながった。また、全職員との情
報共有がスムーズに行えるようになった。

実践例①「校内連絡掲示板にGoogleChatを活用」 実践例②「出欠席連絡の確認」

Google Chatを開くこと

を習慣化するため、職員室内に
メッセージを掲示。

「＃働き方改革の観点」
ＣＨＡＴ利用をさらに進めます

→ ＳＯＳを発信しやすい職場環境の構築
● 情報をすぐに共有できる（自分だけが知って

いる時間を最小限にする）
● 情報をどこからでも共有できる（子どもたち

から目を離す必要が無い）
● 情報を一度に共有できる（たくさんの人に共

有することでヒヤリハットを減らす）

「錦ケ丘小学校 情報管理委員会 資料」より

欠席・遅刻等の連絡がある場
合は、保護者からオンライン連
絡ツールで学校に連絡を入れる
ことになっている。

もしも保護者からオンライン

連絡が無かった場合、Google 
Chatで職員室に連絡。職員室

から保護者に電話連絡を行う。

電話で確認

保護者

担任

職員室

教室と職員室を

Chatでつなぐ



【取組内容⑤】「保護者・地域に向けた多様な情報発信」

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-7

【概要】学校の取組の紹介や家庭や地域との情報共有のため、学校webページを活用し、学習の様子等のオンデマン
ド配信を積極的に行った。また、保護者・地域に向けた対面によるGIGAスクール構想に関する勉強会の実施やライブ
ストリーミング配信等による、情報発信の機会を設定し、保護者や地域のGIGAスクール構想に対する理解を深めた。

学校webページや動画共有サービスなどwebを使って、
学校の情報発信を継続して行ってきた。

しかし、学校運営協議会の中で、「ブログを読んだり、
編集された動画を見るだけでは、GIGAスクール構想によ

る学校の変化がよく分からない。」という意見があり直
接保護者がGIGAスクールについて学ぶことのできる勉強
会を実施した。

講師：東北学院大学
稲垣 忠教授

対象：親子20組

会場：錦ケ丘小学校

保護者向け参加型のGIGAスクール勉強会を実施！

ChatGPTの長所短所について、実際の挙動を見て学習

稲垣教授のファシリテートのもと、アプリを使った共同
編集でGIGAの学びを疑似体験

低学年の親子が多く、クラウドに保存してある子供たち
の学習履歴を見て、自分たちの時代との違いに驚愕

勉強会の様子


